社団法人　千葉県社会福祉士会
平成22年度第5回理事会議事録

1、 開催日時　平成22年9月26日（日）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階会議室
3、 出席者　会長　神山

副会長　目黒、櫻井（勉）
　　　　　　事務局長　岡本
　　　　　　理事　（総合相談委員会）小倉

（研修委員会）染野、周藤

（ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）、吉田

（総務委員会）五十嵐、櫻井（絢）
（外部評価委員会）丸

（独立型社会福祉士委員会）川島

　　　　　　外部理事　西城
　　委任状提出者　鈴木（将）
欠席者　石川、池亀、石塚
議題（１）(社)日本社会福祉士会支部長会議報告

（２）各委員会報告事項に対する質疑

　　　　（３）議事　1. 第21回(2013年度)(社)日本社会福祉士会全国大会について

　　　　　　　　　　2. 会の業務に要する身分証交付に関する規則について

　　　　（４）その他　平成23年度事業計画・予算要望について

4、 議事録

· 出席者及び資料の確認

・岡本事務局長より定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長より挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
· (社)日本社会福祉士会支部長会議報告・・・代議員神山会長から報告

1． 公益法人移行への対応
・日本社会福祉士会としては47都道府県社会福祉士会を連合体にした公益法人を目指す。各士会においてはこの連合体に参加するかどうか総会で決をとって欲しいと依頼があった。

・佐賀県ではすでに公益法人認定済み。他にも内々定の段階で最終の詰めをおこなっている士会がある。
・千葉県はこれまで公益法人をめざす方向で検討しているが、次回以後の理事会できちんとした議論をもって決定することとする。

２．生涯研修制度の見直しについて
・今後は、支部は支部で研修をおこなう方向になる。やらなければならない研修が増えるため、研修委員会で従事する委員を手厚くするなど体制をどうするか検討が必要である。
○委員会報告・・・資料参照。追加報告がある場合、発言をお願いする。
１．研修委員会より
・生涯研修制度の見直し・・基礎研修を3年間おこなうなど見直し案がでている
・社会福祉士実習指導者講習会事業が厚労省の概算要求予算がついた・・来年度、千葉は開催するかどうか検討が必要である。今年度までは150名の定員としているが、50名や100名など定員を設定できる。150名規模では会場を確保するのは難しいが、定員を少なくして千葉でも開催する方向ですすめたい。
2． 総務委員会より
・新規事業アイディア募集、新規会員の加入促進について、各委員会でもイベントや企画があれば是非教えていただきたい。点と線での周知なども活用してほしい
· 議事

1． 第21回(2013年度)(社)日本社会福祉士会全国大会について
· 公益法人移行など大変な時期にぶつかるので開催は難しい・・神奈川大会は大幅な赤字、秋田大会はぎりぎり、京都大会は参加費を2000円アップする。何かしら環境を整えなければ今後の開催も難しい。

· 現段階では開催立候補するかどうか決をとらず、状況が変わればまた協議し判断することとする。
2． 会の業務に要する身分証交付に関する規則について・・承認
· 会の業務に携わっている方が身分証明書を携帯する必要性がでてきたため作成・・・虐待対応専門職チームでは顔写真付の身分証作成およびみ・まも～れ幸町でボランティアさんの身分証明書を作成することが求められている

· 今後、記載した項目やフォーマットを送信いただければその他必要な身分証明書や名刺などの作成もできる。

· その他

1． 社団法人千葉県社会福祉士会負担金配分委員会準備会について
· 配分委員会委員については各委員会のなかから代表者1名選出いただくこととする。理事でなくても可。

· 23年度から委員会活動を開始予定。配分の実施は24年度。

· 準備会の活動内容やスケジュールなどは10月中旬までに3役で協議し、決定次第事務局より連絡する。

· 12月5日の理事会で委員の承認を目標に各委員会で代表者の選出をお願いしたい。

2． 平成23年度事業計画・予算要望について
· 事務局長より資料38ページ22年度収支見込23年度予算把握シート記入方法説明

· 各委員会事業単位にシートを作成・事務局提出、3役で協議、理事会承認、総会資料という流れとなる。また作成の際、予算シートの下部分項目「事業内容及び必要性」の部分に公益法人認定23事業のどれにあたるかを明記してほしい・・・公益法人認定申請の際の下地部分となるため。
· 10月31日までに予算把握シートを事務局宛に送信。

3． 日本社会福祉士会理事選挙について

· ブロック選出理事については、埼玉と千葉で1期ごとに交代で理事に立候補することとしている。次期は埼玉から理事を選出すると打診があった。
· 全国選出理事については7名のところ9名の立候補がでているため選挙となる。選挙資料は代議員宛に届いている、結果がわかり次第また報告する。

事務局より連絡
· 9月までの上半期委員会経費精算書、理事会交通費以外の理事経費精算書あれば事務局まで。
議事録　事務局　峰島

